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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
累計期間

第64期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 10,964,116 12,228,046 22,150,997

経常利益（千円） 691,722 807,862 1,366,491

四半期（当期）純利益（千円） 422,038 502,757 826,954

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
363,641 563,338 960,582

純資産額（千円） 12,589,817 13,339,239 13,186,757

総資産額（千円） 20,397,010 21,573,442 21,422,430

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
32.87 39.16 64.41

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 61.7 61.8 61.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,006,227 314,976 1,329,038

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△47,615 △243,121 △175,824

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△320,643 △410,555 △320,904

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
5,282,506 5,182,027 5,509,335

　

回次
第64期

第２四半期連結
会計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 14.17 21.05

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間における、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の変動等の詳細につきま

しては「３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のとおりです。なお、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 　

　

２【経営上の重要な契約等】

    　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）

が判断したものであります。 

　

（1）業績の状況　

①業績結果

(a)売上高

　売上高は、前年同期間比で11.5％増加となりました。当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新政

権による経済・金融政策により円安・株高が進行し、個人消費や輸出関連をはじめとする一部の企業業績に持

ち直しの動きがありました。しかしながら、国内製造業の設備投資は、半導体関連業界の一部で前向きな動き

が出てきたものの本格回復するまでには至っておらず、欧州諸国の財政問題や中国をはじめとした新興国の成

長鈍化などによる世界経済の下振れ懸念もあることから、先行き不透明な状況で推移しました。

　このような状況のなか、当社グループは、価格体系の見直し、納期対応、品質を改めると同時に、インター

ネット経由で24時間・365日お見積り可能な「白銅ネットサービス」の普及と注文機能の追加により、お客様

の利便性の向上を図ってまいりました。

　以上の結果、売上高は122億2千8百万円（前年同期間比11.5％増）となりました。

　

(b)営業利益

　営業利益は、売上高の増加や経費削減効果等により、7億8千3百万円（前年同期間比11.2％増）となりまし

た。

　

(c)経常利益

　経常利益は、(b)に記載されている売上高の増加や経費削減効果等が主要因となり、8億7百万円（前年同期

間比16.8％増）となりました。

　

　以上の結果、四半期純利益は5億2百万円（前年同期間比19.1％増）となりました。

　

　セグメントごとの業績は次のとおりとなります。　

当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

セグメント 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

日本 11,736百万円 733百万円 760百万円 455百万円

中国 491百万円 49百万円 46百万円 46百万円
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②当社を取り巻く環境

　当社グループ業績に影響度の高い半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界、事務機器業

界、自動車関連業界の経済環境は、①の（a）売上高に記載したとおりです。

　一方、原材料市況は、アルミ地金がトン当たり期初の24万円から９月末は23万5千円に下落し、逆に銅地金は

トン当たり期初の73万円から９月末は75万円に、ステンレス鋼板はトン当たり期初の27万5千円から９月末は29

万円と上昇しました。これら原材料市況は、当社グループの売上高および売上原価等に影響を及ぼすものであ

り、当第２四半期連結累計期間においては、4千8百万円の増益要因となりました。

　

（2）経営成績の分析

①売上高

 価格体系の見直し、納期対応、品質を改めると同時に、インターネット経由で24時間・365日お見積り可能な

「白銅ネットサービス」の普及と注文機能の追加により、お客様の利便性の向上を図ってまいりました。その

結果、売上高は、122億2千8百万円（前年同期間比で11.5％増）となりました。　

②売上原価および売上総利益

　売上高の増加に伴い、売上原価は前年同期間比で11億6千8百万円の増加となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上総利益は22億2千3百万円（前年同期間比4.5％増）となり

ました。

③販売費及び一般管理費および営業損益

　業務の簡素化、効率化による経費の削減に努めましたが、売上高の増加に伴う運賃の増加等により、販売費及

び一般管理費は前年同期間比で1千6百万円の増加となりました。

　しかしながら、当第２四半期連結累計期間における営業利益は7億8千3百万円（前年同期間比11.2％増）とな

りました。

④営業外損益、経常損益および四半期純損益

　為替差損の減少等により、営業外損益は純額で2千4百万円の利益となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における経常利益は8億7百万円（前年同期間比16.8％増）、四半期純利

益は5億2百万円（前年同期間比19.1％増）となりました。

（3）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、前連結会計年度末に比

べ、3億2千7百万円減少し、51億8千2百万円となりました。　

　その内訳は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローによって資金は、3億1千4百万円（前年同期は10億6百万円）となりまし

た。

　これは、税金等調整前当期純利益8億7百万円、減価償却費2億1千5百万円、法人税等の支払2億2百万円、売

上債権の増加2億8百万円、たな卸資産の増加1億5千9百万円、仕入債務の減少1億5千4百万円などによるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローによって資金は、△2億4千3百万円（前年同期は△4千7百万円）となり

ました。これは、有形固定資産の取得により2億5千7百万円支出したことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローによって資金は、△4億1千万円（前年同期は△3億2千万円）となりまし

た。

　これは、配当金の支払で4億1千万円支出したことによるものです。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、非鉄金属素材の販売を中核の事業としていることから、非鉄金属の地金相場の動向が当社グ

ループの経営成績に重要な影響を与える要因となります。当第２四半期連結累計期間においては、アルミ地金は

下落し、一方で銅地金およびステンレス鋼板は上昇しました。

　また、当社の主要販売分野が半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界等であることから、

各種業界の設備投資の動向が当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因となります。

　欧州諸国の財務問題や新興国の成長鈍化による世界経済の下振れ懸念があることや、国内製造業の設備投資が

本格回復するまでには至っていない現況から、今後も先行き不透明な状況が続くと見込まれますが、価格体系の

見直し、納期対応、品質を改めると同時に、インターネット経由で24時間・365日お見積りおよびご注文可能な

「白銅ネットサービス」の普及と機能改善により、売上高の向上に努めてまいります。

　

（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金需要

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、販売のための商品購入ならびに商品の加工費用のほか、

販売費及び一般管理費等であります。販売費及び一般管理費の主なものは、人件費、運賃、業務委託費等で

あります。

②財務政策

　当社グループは現在、運転資金については短期借入金により、設備資金については内部留保により調達す

ることを基本としております。また、当社においては、取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結し、

機動的な資金調達を行っております。

（8）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、前期より進めてまいりました、効率的な営業体制の構築による収益力の改善および経費の

削減による競争力の強化、次期主力商品の開発と拡販、海外事業の積極的な展開を通して、今後も安定的かつ

継続的な成長を目指してまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,720,000

計 16,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,840,000 12,840,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 12,840,000 12,840,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　
年月日

発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 12,840,000 － 1,000,000 － 621,397
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 廣成株式会社  東京都中央区八丁堀三丁目２５番７号 1,497 11.65

 山田　広太郎  東京都世田谷区 1,082 8.42

 山田　哲也  東京都渋谷区 973 7.58

 山田　晋司  東京都港区 972 7.57

 山田　のどか  東京都世田谷区 925 7.20

 山田　光重  東京都港区 681 5.30

 山田　治男  東京都品川区 676 5.26

 山田　智則  東京都品川区 676 5.26

 山田　悦弘  東京都渋谷区 354 2.75

 山田　和正  東京都世田谷区 290 2.25

計 － 8,127 63.29

　（注）所有株式数は、開示府令に従い、自身の所有株式数と実質経営権を有する株式会社等が保有する株式数を合わせ

　　　　た、実質所有株式数として記載しております。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式         700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 12,837,400 128,374 －

単元未満株式 普通株式        1,900 － －

発行済株式総数 　　　　 　12,840,000 － －

総株主の議決権 － 128,374 －

  
　 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

白銅株式会社
東京都千代田区丸の

内二丁目５番２号
700 － 700 0.00

計 － 700 － 700 0.00
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,509,335 5,182,027

受取手形及び売掛金 7,167,083 7,389,536

商品及び製品 3,115,497 3,289,051

原材料及び貯蔵品 16,130 14,677

繰延税金資産 44,624 44,986

その他 70,367 41,140

貸倒引当金 △21,728 △22,182

流動資産合計 15,901,310 15,939,237

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,682,397 6,695,482

減価償却累計額 △4,767,541 △4,858,713

建物及び構築物（純額） 1,914,855 1,836,769

機械装置及び運搬具 2,814,270 3,131,734

減価償却累計額 △1,892,727 △1,985,017

機械装置及び運搬具（純額） 921,543 1,146,717

土地 1,856,833 1,856,833

その他 332,266 330,407

減価償却累計額 △302,559 △299,246

その他（純額） 29,707 31,161

有形固定資産合計 4,722,938 4,871,481

無形固定資産 225,496 208,211

投資その他の資産

投資有価証券 371,875 390,995

繰延税金資産 16,298 1,423

その他 184,510 162,093

投資その他の資産合計 572,683 554,511

固定資産合計 5,521,119 5,634,204

資産合計 21,422,430 21,573,442
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,471,225 7,320,931

未払費用 371,351 395,516

未払法人税等 209,350 307,045

役員賞与引当金 21,000 7,619

その他 105,872 173,175

流動負債合計 8,178,799 8,204,288

固定負債

長期預り保証金 12,950 12,950

その他 43,922 16,965

固定負債合計 56,872 29,915

負債合計 8,235,672 8,234,203

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 621,397 621,397

利益剰余金 11,424,535 11,516,436

自己株式 △818 △818

株主資本合計 13,045,115 13,137,015

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 82,767 97,293

為替換算調整勘定 58,875 104,929

その他の包括利益累計額合計 141,642 202,223

純資産合計 13,186,757 13,339,239

負債純資産合計 21,422,430 21,573,442
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 10,964,116 12,228,046

売上原価 8,836,479 10,005,005

売上総利益 2,127,637 2,223,040

販売費及び一般管理費
※ 1,423,023 ※ 1,439,699

営業利益 704,614 783,341

営業外収益

受取利息 1,110 1,998

受取配当金 4,204 4,974

不動産賃貸料 30,600 33,118

その他 2,938 4,398

営業外収益合計 38,853 44,490

営業外費用

支払利息 309 －

不動産賃貸費用 7,195 8,923

支払手数料 1,052 902

為替差損 27,314 4,382

固定資産処分損 － 2,365

解約違約金 13,573 －

その他 2,298 3,396

営業外費用合計 51,744 19,969

経常利益 691,722 807,862

特別損失

投資有価証券評価損 7,916 －

特別損失合計 7,916 －

税金等調整前四半期純利益 683,806 807,862

法人税等 261,767 305,104

少数株主損益調整前四半期純利益 422,038 502,757

四半期純利益 422,038 502,757
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 422,038 502,757

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,121 14,526

為替換算調整勘定 △44,275 46,054

その他の包括利益合計 △58,396 60,580

四半期包括利益 363,641 563,338

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 363,641 563,338

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 683,806 807,862

減価償却費 223,114 215,845

貸倒引当金の増減額（△は減少） △257 △325

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △27,550 △13,381

受取利息及び受取配当金 △5,314 △6,973

支払利息 309 －

投資有価証券評価損益（△は益） 7,916 －

固定資産処分損益（△は益） － 2,365

売上債権の増減額（△は増加） 183,235 △208,221

たな卸資産の増減額（△は増加） △49,446 △159,997

仕入債務の増減額（△は減少） 248,595 △154,232

その他 1,258 27,568

小計 1,265,667 510,510

利息及び配当金の受取額 5,314 6,973

利息の支払額 △309 －

法人税等の支払額 △264,445 △202,507

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,006,227 314,976

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △55,418 △257,255

有形固定資産の売却による収入 3,315 1,099

無形固定資産の取得による支出 △30,833 △8,058

投資有価証券の取得による支出 △6,186 △662

その他の支出 △7,712 △1,022

その他の収入 49,219 22,779

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,615 △243,121

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △320,643 △410,555

財務活動によるキャッシュ・フロー △320,643 △410,555

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,712 11,391

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 630,256 △327,307

現金及び現金同等物の期首残高 4,652,250 5,509,335

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 5,282,506 ※ 5,182,027
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法により計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　　

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

従業員給与 334,942千円 333,916千円

運賃 356,855千円 428,017千円

貸倒引当金繰入額 313千円 97千円

役員賞与引当金繰入額 11,450千円 7,619千円

退職給付費用 18,592千円 12,744千円

　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 5,282,506千円 5,182,027千円

現金及び現金同等物 5,282,506千円 5,182,027千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月９日

取締役会
普通株式 320,982 25 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日

取締役会
普通株式 410,857 32 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　（注）平成25年３月期期末配当の内訳　　　　普通配当　27円　　記念配当　5円 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千

円）　

　 日本　 中国 合計　

　売上高　

（1）外部顧客に対する売上高

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高　

　

10,573,538　

176,468　

　

390,578　

－　

　

10,964,116　

176,468　

計　 10,750,006　 390,578　 11,140,584　

　セグメント利益又は損失（△） 427,866　 △9,145　 418,720　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 　418,720

　セグメント間取引消去 3,317

　四半期連結損益計算書の四半期純利益 　422,038

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千

円）　

　 日本　 中国 合計　

　売上高　

（1）外部顧客に対する売上高

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高　

　

11,736,801　

167,171　

　

491,245　

－　

　

12,228,046　

167,171　

計　 11,903,972　 491,245　 12,395,217　

　セグメント利益 475,543　 46,987　 522,531　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 　522,531

　セグメント間取引消去 △19,773

　四半期連結損益計算書の四半期純利益 　502,757

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32円87銭 39円16銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 422,038 502,757

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 422,038 502,757

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,839 12,839

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書

 

平成25年11月11日

白銅株式会社

取　締　役　会　御　中

 

あ ら た 監 査 法 人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田邊　晴康　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　佳之 　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている白銅株式会社の

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、白銅株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

白銅株式会社(E03332)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

